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佐藤博志

太平洋戦争の終了とともに国内産業の復興のため

北海道の開発が重要な課題と放った山それぽ関連して

本道の地質調査の促進か叫ばれたカミしばらくのあいだ

は炭田開発など直接資源1調かむけられた｡昭和2逐

年(1949)地質調査所では従来の7万蟻千分の至地

質図幅を5万分の1に切り替えたかそのころからよ

うやく基礎的な地域地質の重要性を各方面とも認識

するゆとりか生じたようである｡北海道ぽおいても

北海道支所の人員と設備によって翌25年(!蜘)から

5万分の1地質図幅調査事業が行溶われるよう紀汝っ流血

同25年5月北海道庁は北海道地下資源調査所を設立し

て地質鉱床調査を開始した.一方政府は昭和蝸牛

に北海道の開発を促進するため北海道開発庁を設立一

しこれもまた地質図幅調査を企画しその実施を地

質調査所と地下擬源調査所に委託した｡した赫って本

道内における5万分の1図幅調査は地質調査所地下

資源調査所および北海道開発庁の経費で凄か校勅れ調

査は両調査所の緊密な連絡のもとに行溶われている.

以後約10数年は5万分の五回幅カミ続々&刊行され淀時

代である.それと共にようやく易万分の五関幅以

外の各種地質図も編集調査出版カ走行匁われごれら

を対象とするテｰマに対して地域地質の名でよぶよう

になった.

15万分ので図幅

北海道の5万分の1図幅は総計螂葉である.これ

らのうちすで1び0万分の亙図幅で調査刊行されたのは

36枚であった古当初の計画ほまず36枚の地域を除い

た末調査の地域からはじめることとなり昭稿飯年

(1952)に北海道開発庁費ぽよるものとして漕匂純俊

による｢奥士別J図幅と斎藤正次上村不二雄大沢

穫による｢茅沼｣図幅が刊行された,以来瑠椀28年

(1953)に10図幅昭和2⑬年(1954)に王0図幅(地質図

幅と説明書の刊行年の異なるものはついては地質図幅の

刊行年による)と年を遺って増大し昭和3弾(蝿60)

と昭和37年(1962)には五棚幅が刊行慈れた｡贈和遂3

年(!968)3月末における印刷は醐関幅に遠し調査

申もしくは調査完了は51図幅塞ったくの未調査は39図

幅でありすでlu0万分の五地質図幅地域を調査している

ところもある｡この間において5万分の五地質図幅

調査に加わった人は多方面にわたっている.刊行され

た193図幅に名前が記された人についてみると地質調

査所は斉藤正次以下蝸人北海道地下資源調査所は斉藤

昌之以下16人北海道大学と北海遺教育大学は鈴木醇以

下26人東京教育大学2人熊本大学1人札幌通商産

業周王人その幽婁大計§4人である.未刊の図幅調査

に参加している人や部分的に協力した地質学者を加え

る匁らば相当の人数に達するだろう.工5図幅以上に

参加している人を列挙すれば酒匂純俊小山内照

三谷勝利松下勝秀山口昇一などである｡

刊行機関別にみれば地質調査所36北海道地下資源

調査所38北海道開発庁119(地質調査所分47北海道地

下資源調査所分72)となる.

地質図幅は要するぽ一定の縮尺で員本全域の地質状

しかし一定の縮尺とはいえ北海遣は薫本で最初に本

格的地質調査カミはじ漢りた所である反面広大往低開発

地域も多く過去に蓄積された地質学的資料も本州方面

にくらべて手薄であり地質図幅調査に際して当面する

問題はきわめて多い､

調査の形態もはじめの頃は小人数で全域をおおう形

式が行なわれたが次篤にその地域の地質状態紀適応

Lた専門家の集団がユ枚の図幅にとりくなようになっ

た.蜜た北海道は内地ぽ比べて堆積の規模が雄大

であるために一定の人勅るいはグルｰプが系統的に

問題はとりくむようにも狂った.そのため調査上の

手段として員などの大型化石や宵孔虫珪藻植どの

微化石を十分活用することはも&より堆積岩の岩石学

的研究とくにその溶かの重鉱物組成の研究放といろ

いるの方法も活用されていることが多い.最近では

第四紀層の多い地質図幅においてユ{C年代決定も行匁わ

れており今後はさらは多くの方法が活用されることで

あろう.

同じδ万分の1縮尺の地質図として地下資源調査所

の作製による市町村地質図カミある｡すでに吐別市｣

(19δ9)｢森町｣(1960)｢上川町｣(1962)咽館帝｣(五963)�
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｢江差町｣｢上の国村｣

(エ965)｢津別町J(亙966)

資源床用地質にも力

点がおかれ地域住民

が親しみやすいよう苦

心されている肯ただ

縮尺が6万分の!地質

図幅と同じためとこ

ろによって無用の混乱

が起こる危険を避ける

配慮が今後必要と匁ろ

う.

ド

綿工閲北海道餐万分の至地質鰯櫨の違術状滉図

北海道地下資源調査所北海道鉱業振興会の関係者カミ委

2鮒万分の{地質(図幅)

2⑰万分ので北海道地質図

5万分の1地質図幅が強力に推進されつっあったが

金調査が完了するまでにかなりの宰月を要ししかも

開発を計画的に進めるためにはその基礎資料の整備秘

要望されるように狂った｡北海道地下資源調査所は

このよう和事情を考慮した結果･とりあ走す道内につ

いての公表未公表の資料を整理して簑｡万分のユ地質

図紀編集することは現実の急場を救うものでもあり

今後の6万分の1地質図幅調査の態度をより適確に方

向づけることにも役立つであろうという理念のもとに

この編集に着手した.

編集にあたってはすでに看油開発促進審議会(黛

亘AC)が各大学地質調査所その他の調査研究機関

鉱山会社などの協力をえて資料を収集し編棄したもの

が未刊行となっていたのでこれを基図として利用し

それに最新の資料を加えて再編集することが,'能率的に

もっとも適当であると考えられた｡このようにして

昭和27年(!952)に地下寮源調査所内に20万分の互

地質図編集委員会が設けられた｡編簾委員としては

北海遠大学地質調査所北海道支所札幌通商産業局

嘱され資料の整理編集は橋本亘があたり計画の進

行は斉藤昌之が担当した｡そのほか個人資料提供者は

鵬名にのぼった.

計画では全道を6区分し昭和28年(工953)1こ(工)西部

カ拙版された｡潟も紀佐々保雄長尾捨一橋本亘淋

､編集を担当し泡白､'全6薬は昭棚3年(蝸8)までに順

次刊行され橋本亘カミ編集にあたった｡

全図赫刊行慈れ花憂こるで調明書あ拙版窪れ花､

執筆者は地質1橋本亘火山砦:宥州俊爽変成岩およ

び深成岩1舟橋三努金属鉱廉;斎藤農乏非金属鉱床

錦婁畷婁肪分群)1地欝鰯鵜遼狩状況圏(鰐棚騨3肩凝在)�
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:斉藤昌乏燃料鉱床:長尾捨一でありそれに80万分

の1非海道鉱床区および主要鉱床分布図がつけ加免られ

た.

この20万分の1地質図は当初のねらいによく滋含した

ために多くの人達に利用された畠厳禿ではすでぽ品

切となったがボロボロの個人所育物を利潤している人

も多いほどである.

20万分の章滋麗鰯鰯

前記20万分のヱ地質鰯は何分紀も出版莞了以来10牢

を経過し餐万分の五地質図幅はその後も休みなく刊行

されっづけたために北海遣の勉質終関す蕃勧識はそ

の10年の間に飛躍的紀増大じた自そζで地質調査所

北海道支所地質課では5万分の王地質関幅⑫成果を織

り込んだ20万分の1地質図幅の編簾の蒔期が来たと考

えてそれまで本州において刊行されて来淀計画を北

海道においてもばじめることとした由

20万分の1図幅は全遺に26あるかとりあえず各調査

員がその地域の過半数に近い5万分の1地質図幅調査

を担当したところからはむめることとした｡最初は

昭和37年(1962)松野久也蘭申啓策山Q昇一薬先

男による｢羽幌J図幅が出版されついで昭和42年

(ヱ967)秦光男糟閏芳郎による｢稚内｣関幅か刊行

されている｡昭和逃3年(1968)には対馬坤六による

r砦内｣図幅秦光男植田芳郎によるザ天塩｣関煽秘

出版される.印刷申としては｢北見｣｢綴走｣｢標

津Jr斜里｣㌘留萌｣があり調査完了槍｢帯広Jr広

尾｣で遂3年度は噌小牧J図幅を編集申である圭今

後ほ工年に玉へ2匿楓饗崖剛巧諜蓬誰める予定である.

3小綿尺地質騨

北海道現勢團譜鑓質鰯(6⑪万分刎)

本図も終戦後北海遣の開発計圃樹立の基礎資料とし

て北海道総合開発委員会(のちに企画部となる)が計

画した｢北海道現勢図譜Jδ薬のなかのひとっで他に

経済力指標図電力図気候図施設図がある.編集

は佐々保雄根本忠寛橋本亘があたり昭和蝸年

(1951)に刊行された昭和27年(工952)忙は説明書も

印刷された･本図は戦争中に出版発売禁止となっ

た50万分の1地質図に次ぐものであり地質資料にはお

もに前述20万分のヱ地質図を同様に看油資源開発促

進審議会(PEAC)の編集図によった.

鯛万分の司地實図幅

蔵本全体のδ0万分の1地質図幅は全17葉からなり

蝸和蝸年(脇ヱ)のザ高如｣図幅が最初に刊行され昭和

竿隼(蝸0)にほ北海道を除いては咽山図幅以

外が全部刊行された.北海道は噸州｣｢札幌｣ザ網

走｣｢釧蜘の4葉からたるが昭和40年(1965)に対

馬坤六ほかによる｢旭川｣図幅が出版窓れ花.これは

まず20万分のヱ地質図を作製しこれを検討したう克で

δ0万分のヱに移すという作業過程がとられている.

このために残りの3図幅については現在20万分の1

地質図幅作製の上編集の予定でひとまずr釧路｣図

幅がとり上げられている.

艶万分の1地蟹図

北海道支所鉱床課では昭和3益牢(蝸9)がら北海

遺の金属1葬金属鉱床を総播する仕事を進めて来花か

これはごれぽ付随し花遂薬のうちのひ芝つとして編集

されたものである｡編集は鉱床課と地質課の職員

全貴によるものであり昭秘9年(ヱ9脳)漢での資

料を墓確として昭和4⑪年(工966)に出版され花の

で現荏のとこではもっとも新しい北海道地質図

である｡

以上の小縮尺編集地質図については佐々保雄

北海遺地質図変せん剣3)北方文化研究報告第20

輯にくわしい解説と批評があるのでおおよそのみ

を記す紀とどめる｡

嬉團煽調査のトピック

図幅調査は一定の縮尺で地域全体の地質状態を

解明してゆくだめに調査貴は許される限りの努カ

で券ける遣踏はもちるんのこと主要河川はめぼし

い支流までも歩かねばならない.とくに本遣のよ

耽海遺で愁噸とも鞍レい小糟沢純鷲閲�
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うに道路にとぽしいところではその苦労はなみたい

ていのものでは泣い数多くの図幅調査のなかで地質

学的新如見が数多く生れそれぞれが嚢た独立した論文

として公表されているものが多いがここで調査その

ものによって生れた話題の!2をひろってみたい.

毅冠川の石沃符鉱床

昭和34年(螂9)8月北海遠地下資源調査所の鈴木守

技師は｢イドンナップJ図幅調査のために新冠川上流

地域の調査を行なろた｡このあたりは河口から岱0～

70㎞にあたり地形は非常に急峻で各所に断崖がある.

そのうえ水量が多く水勢が強いために遡行困難匁河と

して北海道の山岳家達の間に喧伝されていた｡その

ころになって北海道電力株式会杜が浸高地方の電源開

発計圃の調査察業を進めるために新冠川上流にも州ぞ

いに調査歩道を切り開い花山その結果前年に行なわ

れたダ幌尻醤｣図幅調査においても未調査であったこの'

地域の地質調査秘ようやく可能と怒ったのである､

このような事情で新冠州を調査串であった鈴木は本流

に200mにわたって露出する石灰石の大岩体カミ露出して

いるのに遭遇した｡地層は全般的に禰曲構造勇断運動

をうけているためにかなり複雑な地質構造を示して

正確た鉱床の賦存状態を短期聞に把握することは困難で

あったがその鉱量カミ予想外に大きくま把品質も良

好泣ことは明らかで勅りた.

この鉱業権はただぢは北海道によって取得され翌35

年(1960)に稼行価値判断と実態把握の目的で地質鉱

床調査のほか測量&栄一リングが実施された.この

結果この石灰石鉱床は立地条件の不利さえ克服される

ならば鉱量の点からみても品質の点からみても開発

の可能なきわめて有望な新資源であることカ湖らかと

なった.す枚わち可採鉱量は第王鉱体840万トン

篤2鉱体δ葦遂OO万トン第3鉱体五,980万トンと合計

8呈黛郷万トンに達しセメント工業原料として期待でき

る｡しかし扱がら現在の経済状態からは特に立地条件

夢)理南で早急な開発はむつかしいが人跡もそれまでは

未到にひとしかった貫高の山中にこれだけの地下資源

が眠っておりそれが図幅調査によって発見されたとい

うめずらしい議題である.

新冠川上流に籍蒐慈叙液菰扱採鉱燦の鱗頭

(鈴木守氏提供)

大平鞍岳山麓の石炭紀層

昭和36年(1961)五0月に地下資源調査所の禺府谷盛明

技師は上ノ国村の依頼によって同村の地質調査中に

苫狩川中流と大平山の西側の2ヵ所で麺時代未詳古生

層事申から数個化石を採薬した.いずれも石灰岩レン

ズ中から産し石灰岩は鏡下セは角礫状である｡化石

は北海道大学湊正雄教授ぽよって肋3"解伽と鑑定さ

れた｡化石は中部石炭紀を示すが石灰砦の角礫の部

分から産する危めば基質あの時間間隙か問題とされそ

の後のこの地域の精査が期待された.

昭和班年(1966)6月にいたって｢大千軒岳｣図幅調

査のため知内川を調査中の地質調査所吉田尚山

口昇一の両技官は前記国府谷技師によって地舳伽θzzα

カミ発見された産地から約20㎞南の地点において4地点

から紡錐虫と珊瑚化石を発見した.化石は礫状石灰岩

あるいは石灰質礫岩に由来するものである､化府は湊

教授の鑑定によると次のとおりである.

C鮒加女肋確ψメZ"脇ツθ名0㈱鮒M=INATQ銚ROW嗅TT.

C乃α6旋加5sp.

夙㈱伽奪脆卵｡

これらの拳実ぽよって碩繭北海道のミ時代未詳吉生

層慧印は帝都石巌系が存在することは確実となりその周

囲の幾酋生層鵡との関係が追求されることと放った.

(筆者は北海遼衰所)

C鵡珂差籏差灸麦漉夢灸狸μ撫鰍ぎ樫黛⑬禦撚苫蕾滅五溝丑T0亀tRowETT

産錐1北海道松節瓢繕整卿釦内川支流住川流域

瞭代;書生代眉炭紀中期

北海遠大学湊正離教劉は夢北海道ではじめて記載され

た四鍬珊鰍脇⑳横蹴麟である(湊教授提供)�
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案内図

地質調査所北海道支所

･沿革

昭和2工年(1946)札幌市に商工省地下資源調査所札幌尚張

所設置

昭和23年(1948)北海道立]=業試験場欝源調査都および鉱

床調査部を商工省に移管し地下欝源調

査戸肝率L埴羅醐裏長所と併合圭胞質……燭妻萎戸野箏ヒ影豪

道支所として発展機構は遂繰王室互係

とし庁舎はエ業試験場の一部を使崩

昭綱6年(1951)庁舎を札幌市南一条酉十八丁質札幌通商
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